
I N F O R M A T I O N・ 伝言板

天野商事株式会社
●天野チェーン発売元

●アマノドラッグチェーン他 

● 医薬用・食品・工業用酵素剤の製造販売

〒541-0059
大阪市中央区博労町2-6-7サン・システム心斎橋ビル9F
TEL（06）6251-0990

天野エンザイム株式会社

株式会社アマノ株式会社
あまの創健
●医薬品・計量器具・健康増進器材の販売
●栄養・運動等のコンサル業務
●健康管理事業の企画、実施
●工業薬品・脱臭剤の販売

AMANO GROUP

健康管理・健康管理用品・環境衛生

女性のみの
巡回型健診

家庭用常備
薬品等の斡旋

助成金情報 一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団
第19回社会貢献基金助成
社会貢献活動を行う団体や社会貢献に資する
調査・研究を目的とした事業に助成します。
対　象　非営利組織（財団法人、社団法人、

社会福祉法人、NPO法人、任意団
体、市民ボランティアグループ）、大
学、研究機関（個人も可）

対象事業　研究助成事業、高齢者福祉事業、障
害者福祉事業、児童福祉事業、環
境・文化財保全事業、地域つながり
事業、冠婚葬祭継承事業

助成額　1件上限200万円　※研究助成事
業は1件上限100万円（総額およそ
1,000万円）

締切り　平成30年2月28日（水）必着
●問　●申　一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団
　　　　TEL 03-3500-4211
U R L　 http://www.ceremony-culture.jp/

第1回アディクションフォーラムinひょ
うご
アディクション（依存症）の正しい知識につい
て、当事者の体験談や記念講演を通して学び
ます。
日　程　平成30年2月10日（土）10:30～16:30
会　場　神戸市総合福祉センター4F
参加費　無料
●問　●申　ひょうごアディクションフォーラム実行

委員会事務局  神戸ダルクヴィレッジ
　　　　TEL 078-224-4244

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人三菱財団
第49回三菱財団社会福祉事業・研究助成
開拓的ないし実験的な社会福祉に関する事業
や科学的調査研究に助成します。
対　象　国内において事業ないし研究の継続

的拠点を有するもの（国籍等は不
問）、研究の助成は個人も可

助成額　総額約9,000万円（1件当たりの助
成額は定めない）

締切り　平成30年1月16日（火）午後5時必
着

●問　●申　公益財団法人三菱財団
　　　　TEL 03-3214-5754
U R L　 http://www.mitsubishi-zaidan.jp/

公益財団法人さわやか福祉財団
連合・愛のカンパ助成
地域の助け合い活動の団体立ち上げや新規
事業開始を支援するための助成を行います。
対　象　新たに始める、地域における「ふれあ

い・助け合い活動」を行う任意団体、
NPO法人、サークルなど

助成額　1団体上限15万円（19団体を目途
に助成）

締切り　平成30年1月31日（火）必着
●問　●申　公益財団法人さわやか福祉財団
　　　　TEL 03-5470-7751
U R L　 https://www.sawayakazaidan.
　　　　or.jp/index.html
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新年福祉のつどい　　　　　　
◆ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
接遇・日常マナーリーダー研修
◆県社会福祉研修所
第２０回介護支援専門員実務研修
◆県社会福祉研修所ほか
県内社協会長連絡会議　　　
◆ホテル万葉岬
東日本大震災被災者招へい事業
◆神戸市内
退職共済制度事務説明会　　
◆県農業会館
職業倫理と権利擁護研修　　　
◆県社会福祉研修所
民生委員制度創設１００周年・児
童委員制度創設７０周年記念　
兵庫県民生委員児童委員大会　
◆ポートピアホール
社会福祉法人連絡協議会代表
者連絡会　　　　　　　　　
◆県福祉センター
相談面接技術研修（中級・Ｃコース）
◆関西学院大学
県経営協 第２４７回理事会　　
◆県福祉センター
県内社協事務局長勉強会　　
◆県福祉センター
会計実務担当者研修（予算・決
算編）　　　　　　　　　　　
◆県立のじぎく会館
社会福祉法人監事研修　　　
◆県民会館
災害ボランティアコーディネー
ター養成研修　　　　　　　　
◆ボランタリープラザ
アセスメントスキル向上研修　
◆県社会福祉研修所
福祉のしごと職場見学バスツ
アー（東播磨コース）　　　　　
◆明石波の家福祉会・せいりょ
う園
県経営協 社会福祉法人経営に
関する意見交換会　　　　　　
◆神戸市教育会館

行事予定
1月

研修・イベント

平成３０年度 介護支援専門員研修（資格更新に必要となる研修）の概要について
・介護支援専門員の資格更新に必要となる各種法定研修の受講申込期間等は下記の通りです。
・下表の記載内容は、全て平成29年12月時点の予定です。

研修名

更新研修Ｂ
再研修

専門研修Ⅰ
更新Ａ（前期）

専門研修Ⅱ
更新Ａ（後期）

研修日数
（研修時間）

10日間
（54時間）

10日間
（57.5時間）

6日間
（33.5時間）

受講
申込期間

平成30年2月1日
～2月20日

平成30年2月5日
～2月26日

平成30年7月26日
～8月13日

研修
実施期間

平成30年4月4日
～平成30年9月18日

平成30年4月16日
～平成30年8月24日

平成30年10月23日
～平成31年3月8日

神戸市
兵庫県公館

P5

P2

1月15～21日は
「防災とボランティア週間」だよ！

1月15～21日は
「防災とボランティア週間」だよ！

P8

P9

P10

P11

P12

大規模災害に備える
～みんなでつくる支援ネットワーク～

特集
年頭所感

「ストップ・ザ・無縁社会」広がれ！全県キャンペーン

私の物語

みんなでつくるひょうごの福祉

道の駅「ちくさ」での挑戦
～観光と福祉がつなぐ地域の活性化～

楽しみながら地域に愛着を持てる活動を
認定NPO法人日本災害救援ボランティアネットワーク
常務理事　寺本 弘伸さん（西宮市）

ひょうごの福祉NOW
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兵庫県社会福祉協議会平成30年1月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：吉本 知之　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。
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ォ
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。
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兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長  

吉
本 

知
之

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、日
頃
よ
り
地
域
福
祉
の
推
進

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、国
で
は「
我
が
事・丸
ご
と
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、法
律・制
度
の
改
正
や
モ
デ

ル
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
課

題
解
決
力
の
強
化
と
相
談
支
援
体
制
の
整
備
が
急
が
れ
ま

す
。介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬

改
定
、あ
る
い
は
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し
に

も
、こ
の
よ
う
な
視
点
が
反
映
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
住
民

の
方
々
と
連
携
し
た
小
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
、地
域
福

祉
の
推
進
役
を
担
って
き
た
県
や
市
町
の
社
会
福
祉
協
議
会

に
と
って
、そ
の
力
量
が
問
わ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、本
会
で
は
、「
認
め
合
い 

と
も
に
つ
な
が
り 

支
え
合
う 

み
ん
な
で
つ
く
る 
ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
」の
実
現
に
向

け
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
主
体
と
協
働
し
て
、生
活・福
祉
課

題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
本
県
の
地
域
福
祉
の
発
展
に
向
け
て
、各
種
事
業
を
着
実

に
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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県
知
事

地
域
共
生
社
会
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地
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福
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向
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て
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長
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
に
格
別
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、共
同
募
金
は
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
７０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、７０
年
記
念
赤
い
羽
根
ひ
ょ
う
ご
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
助
け
合
い 

広
が
る 

つ
な
が
る 

赤
い
羽
根
」の
も
と
、募
金

目
標
額
を
６
億
９
３
２
８
万
２
千
円（
歳
末
含
む
）と
し
て
１０

月
１
日
か
ら
募
金
活
動
を
開
始
し
、本
年
３
月
３１
日
ま
で
の

６
か
月
間
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
７０
年
間
で
地
域
社
会
は
大
き
く
変
化
し
、少
子
高

齢
化
に
伴
い
新
た
な
福
祉
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
近
年
は
自
然
災
害
が
相
次
い
で
お
り
、被
災
者

へ
の
支
援
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、地
域
で
の
支
え

合
い・助
け
合
い
の
力
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
今
後
も
県
民
の
皆
さ
ま
の「
共
感・共
鳴
」

を
得
て
、助
け
合
い
な
が
ら
応
分
の
社
会
貢
献
が
出
来
る
社

会
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
市
や
町
で

「
地
域
福
祉
の
推
進
」に
募
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、本
年
も
な
お一
層
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
福
祉
を
進
め
る

共
同
募
金
運
動
を
め
ざ
し
て

未
来
へ
の
扉
を
開
く

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
政
一
五
〇
周
年
、二
〇
一
八
年
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

一
八
六
八
年
、後
に
近
代
日
本
の
発
展
を
牽
引
す
る
神
戸
港
の

開
港
に
続
い
て
兵
庫
県
が
発
足
し
、一
五
〇
年
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
、本
県
の
行
財
政
構
造
改
革
の
目
標
年
で
も
あ
り

ま
す
。阪
神・淡
路
大
震
災
や
経
済
不
況
で
危
機
に
陥
っ
た
財

政
の
立
て
直
し
に
着
手
し
て
十
年
。最
後
の
仕
上
げ
の
時
が

来
ま
し
た
。

　
こ
の
大
き
な
節
目
を
新
し
い
兵
庫
づ
く
り
へ
の
転
換
点
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
の
一
五
〇
年
は
成
長
の
時
代
で
し
た
。こ
れ
か
ら

は
成
熟
の
時
代
で
す
。人
口
は
五
十
年
以
上
、百
年
近
く
は

減
少
し
ま
す
。経
済
も
右
肩
上
が
り
の
拡
大
は
見
込
め
ま
せ

ん
。一
人
ひ
と
り
が
夢
の
実
現
や
豊
か
な
時
間
の
過
ご
し
方

を
今
以
上
に
求
め
る
時
代
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
今
後
も
活
力
に
満
ち
た
兵
庫
で
あ
り
続
け
る
た
め
、人
口

減
少
、少
子
高
齢
化
に
適
応
し
な
が
ら
、新
た
な
価
値
観
や

県
民
が
求
め
る
多
様
な
生
き
方
、働
き
方
に
対
応
で
き
る
地

域
を
創
っ
て
い
く
。二
〇
一
八
年
、そ
の
た
め
の
新
た
な
挑
戦

を
始
め
ま
す
。

　

第
一
に
、未
来
へ
の
道
筋
を
描
く
。兵
庫
の
進
む
べ
き
方
向

を
県
民
と
共
有
す
る
た
め
、十
年
後
の
め
ざ
す
姿
と
、持
続

可
能
な
県
政
運
営
の
枠
組
み
を
示
し
ま
す
。

　
第
二
に
、少
子
高
齢
化
への
対
応
。安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
、誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
長

寿
を
全
う
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

第
三
に
、次
代
を
担
う
人
づ
く
り
。人
工
知
能
に
置
き
換

え
ら
れ
な
い
創
造
力
や
感
性
を
伸
ば
す
教
育
に
力
を
入
れ
ま

す
。大
人
の
学
び
直
し
や
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
も

整
え
ま
す
。

　
第
四
に
、元
気
な
地
域
づ
く
り
。次
世
代
産
業
の
育
成
、農

林
水
産
業
の
基
幹
産
業
化
、国
内
外
と
の
交
流
や
芸
術
文
化・

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
五
に
、社
会
基
盤
の
充
実
。活
発
な
社
会
経
済
活
動
の

基
礎
に
な
る
高
速
道
路
な
ど
の
整
備
を
進
め
、近
い
将
来
起

こ
る
と
さ
れ
る
巨
大
災
害
への
備
え
に
も
万
全
を
期
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
県
民
の
皆
様
と
共
に
兵
庫
県
政

一
五
〇
年
を
機
に
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

さ
あ
、力
を
合
わ
せ
て
未
来
への
扉
を
開
き
ま
し
ょ
う
。
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一
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〇
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迎
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新
し
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持
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目
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ん
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頭
所
感
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員
一
同

会
　
長

　
吉
本 

知
之

副
会
長

　
長
井 

克
己

　
　
（
丹
波
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
婦
木　

 

治

　
　
（
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会 

会
長
）

　
亀
田 

龍
昇

　
　
（
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

会
長
）

　
中
村 

三
郎

　
　
（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
長
）

常
務
理
事

　
搆 

忠
宏

理
　
事

　
安
田 

末
廣

　
　
（
川
西
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
近
藤 

龍
樹

　
　
（
播
磨
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
小
寺 

康
雄

　
　
（
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
長
）

　
倉
内 　
晋

　
　
（
新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
廣
地 

タ
マヘ

　
　
（
洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
松
尾 

幸
惠

　
　
（
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

副
会
長
）

　
祐
村　

 

明

　
　
（
神
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

理
事
長
）

　
小
林 
公
正

　
　
（
県
保
育
協
会 
会
長
）

　
石
田 

文
徳

　
　
（
県
老
人
福
祉
事
業
協
会 
会
長
）

　
黒
川 

恭
眞

　
　
（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
施
設
部
会 
部
会
長
）

　
井
上 

真
二

　
　
（
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

総
主
事
）

　
岡
田 

和
隆

　
　
（
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

理
事
長
）

　
中
川 

寿
子

　
　
（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ 

常
勤
理
事
）

　
金
澤 

和
夫

　
　
（
県
副
知
事
）

　
小
西 

康
生

　
　
（
神
戸
大
学 

名
誉
教
授
）

　
大
和 

三
重

　
　
（
関
西
学
院
大
学 

教
授
）

　
福
井 

義
三

　
　
（
元
県
社
会
福
祉
協
議
会 

常
務
理
事
）

監
　
事 

　
馬
場 

俊
彦

　
　
（
三
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
光
岡 

研
士

　
　
（
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会 

副
会
長
）

　
松
山 

康
二

　
　
（
公
認
会
計
士
）

2018 January2018 January3 2018 January 2



　
災
害
発
生
が
想
定
さ
れ
る
場
合
、
状

況
に
応
じ
て
避
難
指
示
や
勧
告
が
各
自

治
体
か
ら
発
令
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
指

定
さ
れ
た
避
難
場
所
等
へ
避
難
す
る
こ

と
と
な
る
。

　
最
近
で
は
、
早
め
の
避
難
を
呼
び
掛

け
る
傾
向
に
あ
る
が
、
高
齢
者
・
障
害

者
・
乳
幼
児
等
、
自
力
で
の
避
難
が
難

し
く
、
特
に
配
慮
を
要
す
る
方
（
以
下
、

「
要
援
護
者
」
）
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

災
害
発
生
直
後
は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
外
部
か
ら
の
支
援
に
頼
る

こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
普
段
か

ら
助
け
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能

し
て
い
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
で

は
、
初
動
期
の
対
応
に
大
き
な
違
い
が

出
て
く
る
。

　
ま
ず
、
日
頃
か
ら
地
域
の
防
災
力
向

上
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
全

市
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
養
父
市
の
事

例
を
紹
介
し
た
い
。

SPECIAL EDITION

　〝ボランティア元年〟と言われた「阪神・淡路大
震災」から23年。近年、自然災害が多発している
が、一昨年の熊本地震や昨年の九州北部豪雨災
害の際には、多くのボランティアが被災地に駆
け付け救援・復興活動に参加している。
　災害時には、身近な地域の住民同士の助け合
いが重要であり、さらに甚大な被害に備え、市町
域、都道府県域、全国域それぞれで災害支援の
ネットワークづくりが進んでいる。
　今回の特集では、大規模災害に備え、被災地
から広域まで多様な支援者がつながる支援ネッ
トワークづくりを考えたい。

SPECIAL EDITION  特集

市
町
社
協
が
進
め
る
、

平
時
か
ら
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

市
町
域・広
域
で
多
様
な

人
た
ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に

災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

必
要
性

大規模災害に備える
～みんなでつくる支援ネットワーク～

福祉・防災マップ作りで、要援護者の情報を共有

　
養
父
市
で
は
全
市
的
に
「
福
祉
・
防

災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
い
る
。
マ
ッ
プ

は
、
市
の
委
託
を
受
け
た
市
社
協
が
各

区
の
福
祉
連
絡
会
（
区
長
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
民
生
・
児
童
協
力
員
、

福
祉
委
員
等
で
構
成
）
の
協
力
を
得
て

作
成
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
一
斉
避
難
訓

練
に
向
け
て
更
新
さ
れ
る
。

　
マ
ッ
プ
作
り
で
は
、
危
険
箇
所
や
浸

水
想
定
地
域
、
避
難
所
な
ど
の
防
災
に

関
す
る
情
報
と
と
も
に
、
災
害
時
に
支

援
が
必
要
な
人
を
確
認
し
、
地
域
住
民

で
協
力
し
て
声
掛
け
や
避
難
誘
導
が
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

最
近
は
地
域
の
消
防
団
も
加
わ
り
、
要

援
護
者
を
支
援
す
る
住
民
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
。
マ
ッ
プ
作

り
を
通
じ
て
、
要
援
護
者
の
見
守
り
活

動
や
サ
ロ
ン
へ
の
呼
び
掛
け
な
ど
、
日

頃
か
ら
地
域
の
支
え
合
い
の
意
識
が
定

着
し
て
い
る
。

　
一
斉
避
難
訓
練
は
、
自
主
防
災
組
織

を
は
じ
め
区
長
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
な
ど
の
住
民
が
参
画
し
て
い
る
「
地

兵庫県社会福祉協議会では、県民・福祉関係者の
皆さまからのさまざまな相談を受け付けています。

社会福祉法人

兵庫県社会福祉協議会

（神戸市中央区東川崎町1-1-3 神戸クリスタルタワー6階）
TEL 078-360-8845（月～金曜9：00～19：00、土曜9：00～17：00）

※日曜、祝日、GW、盆、年末年始は休館
※NPO相談は要予約（月曜11：00～19：00、土曜9：00～17：00）

（神戸市中央区坂口通2-1-1）　TEL 078-242-4633（代表）
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（神戸市中央区中山手通6-1-30）TEL 078-367-3001
介護支援専門員研修専用TEL 078-367-5211

福祉職場の人材育成に関するご相談は

兵庫県社会福祉研修所

TEL 078-271-3881

福祉の仕事・資格に関するご相談は
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社
団
法
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兵
庫
県
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事
業
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会

一
般
社
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法
人　

兵
庫
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会

一
般
社
団
法
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兵
庫
県
知
的
障
害
者
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設
協
会

公
益
社
団
法
人　

兵
庫
県
保
育
協
会
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庫
県
児
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養
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連
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会
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児
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特
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非
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活
動
法
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セ
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ン
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公
益
財
団
法
人　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

社
会
福
祉
法
人　

兵
庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

一
般
財
団
法
人　

兵
庫
県
肢
体
不
自
由
児
者
協
会 

公
益
社
団
法
人　

兵
庫
県
精
神
福
祉
家
族
会
連
合
会

公
益
財
団
法
人　

兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
子
ど
も
会
連
合
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
音
楽
療
法
士
会

会
長　
　

石
田 

文
徳

会
長　
　

森
村 

安
史

会
長　
　

蓬　

 

和
裕

会
長　
　

小
林 

公
正

会
長　
　

𠮷
田 

隆
三

会
長　
　

八
木　

 

健

理
事
長　

山
﨑 

玲
輔

理
事
長　

岡
田 
和
隆

会
長　
　

田
中　

 
環

理
事
長　

鄭　

 

正
秀

会
長　
　

米　

 

靖
弘

理
事
長　

井
上 

三
枝
子

理
事
長　

揖
場　

 

攝

会
長　
　

岡
本 

和
久

会
長　
　

安
達 

眞
理
子

会
長　
　

垣
内 

達
也

理
事
長　

松
﨑 

聡
子

２
０
１
7
年
福
祉
の
で
き
ご
と

3
月　

障
害
福
祉
計
画
と
障
害
児
福
祉
計
画（
平
成
30
〜
32
年
度
）の
基
本
指
針
が
公
布

　
　
　

改
定
保
育
所
保
育
指
針
、改
訂
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育・保
育
要
領
等
が
告
示

4
月　

改
正
社
会
福
祉
法
、改
正
児
童
福
祉
法（
平
成
29
年
4
月
分
）の
施
行

5
月　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
強
化
法（
介
護
保
険
法
等
の
改
正
）が
成
立

6
月　

児
童
福
祉
法
と
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の一部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

　
　
　

梅
雨
前
線・台
風
3
号
に
よ
り
、福
岡
県
、大
分
県
、秋
田
県
を
中
心
に
浸
水
被
害
等
が
発
生

7
月　

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
る

8
月　
「
平
成
３０
年
度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言
」を
県
知
事
等
に
提
出

　
　
　

県
社
協
は
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
テ
ー
マ
に「
支
え
合
い
社
会
」県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
　
　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
総
会
を
開
催

9
月　

国
は
、経
済・社
会
シ
ス
テ
ム
の
検
討
の
た
め
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
構
想
会
議
」を
設
置

　
　
　

地
域
力
強
化
検
討
会「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
」が
公
表

　
　
　

台
風
18
号
に
よ
り
、京
都
府
、愛
媛
県
、大
分
県
を
中
心
に
浸
水
や
土
砂
災
害
等
が
発
生

10
月　

７１
回
目
と
な
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
開
始

　
　
　

台
風
21
号
に
よ
り
、新
潟
県
、三
重
県
、近
畿
地
方
を
中
心
に
浸
水
や
土
砂
災
害
等
が
発
生

　
　
　

加
西
市
に
お
い
て
第
６６
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

11
月　

県
社
協
２
０
２
０
年
計
画「
実
行
計
画
」を
策
定
、着
実
な
推
進
を
図
る

２
０
１
8
年
に
予
定
さ
れ
る
福
祉
の
動
き

　
　
　

生
活
保
護
法
と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
、障
害
者
総
合
支
援
法
の
改
正

　
　
　

兵
庫
県
老
人
福
祉
計
画（
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
）、兵
庫
県
障
害
福
祉
計
画
の
改
定

TEL 078-242-6868（10：00～16：00）

福祉サービスの苦情に関するご相談は

福祉サービス運営適正化委員会

兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー  

入
居
団
体
一
同

災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡会議の様子

域
住
民
を
災
害
等
か
ら
守
る
連
絡
会
」

が
企
画
し
、
旧
養
父
町
の
エ
リ
ア
で
平

成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
も
の
を

全
市
に
広
げ
て
い
る
。

　

毎
年
、
旧
町
単
位
に
モ
デ
ル
地
区

（
自
治
会
）
を
設
定
し
、
福
祉
車
両
に

よ
る
搬
送
や
女
性
部
に
よ
る
炊
き
出

し
、
地
域
の
要
援
護
者
の
避
難
誘
導
ま

で
、
本
格
的
な
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い

る
。
モ
デ
ル
地
区
以
外
で
も
同
日
に
全

市
で
避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
身
近
な
地

域
で
助
け
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　
県
内
に
お
け
る
住
民
同
士
の
助
け
合

い
活
動
と
し
て
は
、
地
域
の
福
祉
力
を

高
め
る
小
地
域
福
祉
推
進
組
織
（
地
区

社
協
や
福
祉
委
員
会
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
福
祉
部
会
な
ど
）
に
よ
る
見
守
り

活
動
が
35
市
町
（
85
％
）
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
聞
・
宅
配
、
生
協

な
ど
地
域
の
事
業
者
を
含
め
た
「
地
域

見
守
り
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
27
市

町
（
68
％
）
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
災

害
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
非
常
に

重
要
な
役
割
を
持
つ
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
半
数
以
上
（
22
市

町
）
の
市
町
社
協
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
10
年

で
約
４
倍
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。
日
頃
、
小
地
域
福
祉
活
動
等
に

取
り
組
む
人
た
ち
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
や
、
地
域
で
の
福
祉

防
災
学
習
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
災
害
に

備
え
て
い
る
。

  

こ
の
よ
う
に
災
害
時
に
は
、
普
段
か
ら

の
住
民
同
士
の
助
け
合
い
活
動
の
つ
な

が
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
加
え
て
、
自

力
で
の
避
難
が
難
し
い
要
援
護
者
の
避

難
支
援
が
重
要
と
な
り
、
社
会
福
祉
法

人
が
地
域
で
大
切
な
役
割
を
担
う
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
経
営
す

る
社
会
福
祉
法
人
愛
和
会
で
は
、
宝
塚
市

か
ら
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
行
政
や
地
域
団
体
の
参
画

を
得
て
災
害
発
生
時
の
対
応
と
福
祉
避

難
所
開
設
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
内
容
を
実
際
の
訓
練
で
検

証
し
、
災
害
に
備
え
て
い
る
。

　
平
時
か
ら
高
齢
者
等
の
利
用
者
へ
の

支
援
を
通
じ
、
要
援
護
者
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
に
は
、
災
害

時
の
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
と

福
祉
避
難
所
の
開
設
・
運
営
な
ど
地
域

の
要
援
護
者
支
援
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
本
会
が
推
進
し
て
い
る
「
社
会
福
祉
法

人
連
絡
協
議
会
（
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ

ト
）
」
で
は
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
・
運

営
支
援
に
向
け
た
情
報
提
供
や
研
修
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
社
会
福
祉
法
人
間
で

の
連
携
に
よ
る
災
害
時
の
福
祉
支
援
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

 

被
災
者
支
援
は
、
市
町
と
市
町
社
協
が

連
携
し
、
多
様
な
支
援
者
と
協
働
で
き

る
体
制
が
必
要
不
可
欠
だ
。
平
成
27
年

の
全
社
協
調
査
で
は
、
市
町
社
協
が
今

後
協
働
し
た
い
分
野
と
し
て
「
災
害
時

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
が
上
位
を
占

め
た
。
ま
た
、
内
閣
府
が
設
置
し
た
「
広

く
防
災
に
資
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
促
進
に
関
す
る
検
討
会
」
で
は
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
地
元

の
多
様
な
団
体
等
が
関
わ
り
、
多
様
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
協
働
型

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
目
指

す
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

　
市
町
域
で
は
、
市
町
・
市
町
社
協
を
中

核
と
し
て
、
災
害
時
に
支
援
活
動
を
行
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地
域
活
動
団
体
、
職
能
団
体
、

青
年
会
議
所
、
日
本
赤
十
字
社
、
生
活
協

同
組
合
、
労
働
団
体
な
ど
多
様
な
主
体

が
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
り
、

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
だ
。

 

県
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み

　
災
害
支
援
は
、
ま
ず
被
災
地
に
あ
る

既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て

行
わ
れ
る
が
、
広
域
災
害
や
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
場
合
、
支
援
の
調
整
や

資
源
（
人
材
、
資
機
材
、
資
金
）
の
集

約
な
ど
、
広
域
（
県
域
）
の
支
援
体
制

が
必
要
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

プ
ラ
ザ
で
は
、県
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
と
し
て
、「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
関
係
団
体
連
絡
会

議
」
を
平
成
18
年
に
設
置
し
、
本
年
度

か
ら
復
興
支
援
・
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

中
間
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
画
を
得
て
支
援

の
幅
を
広
げ
た
。
９
月
に
は
構
成
員
で

あ
る
被
災
地
N
G
O
恊
働
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
篠
山
市
社
協
が
実
施
す
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

訓
練
に
現
地
支
援
ス
タ
ッ
フ
派
遣
訓
練

と
し
て
参
加
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。

 

全
国
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の

連
携

　
大
規
模
災
害
に
お
い
て
は
、
市
町
域
・

県
域
の
支
援
に
加
え
て
、
全
国
か
ら
駆
け

付
け
る
外
部
支
援
が
必
要
だ
。
全
国
の
多

様
な
支
援
者
と
協
働
す
る
た
め
に
は
工

夫
も
必
要
と
な
る
が
、
熊
本
地
震
で
は
各

地
の
市
町
村
社
協
が
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
協
働
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
、
効
果
的
に
被
災
者
支
援

を
展
開
し
た
。

　
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
者
へ
抜

け
・
漏
れ
な
く
支
援
を
結
び
付
け
る
た

め
に
は
、
全
国
か
ら
の
支
援
の
全
体
像

を
見
渡
し
、
支
援
団
体
が
情
報
を
共
有

で
き
る
よ
う
、
支
援
全
体
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。
平
成
28

年
11
月
、
全
国
域
で
初
と
な
る
災
害
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
全
国
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
」
が
組
織
さ
れ
、
熊
本

地
震
や
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
支
援
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
災
害
発
生
直
後
か
ら
被
災
者
は
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
課
題
に
直
面
す
る
。
家
屋
の

復
旧
だ
け
で
は
な
く
、
避
難
所
等
で
の
健

康
面
や
精
神
面
の
負
担
、
子
ど
も
の
世
話

や
介
護
な
ど
課
題
は
生
活
全
般
に
わ
た

る
。
特
に
自
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
に
く
い

要
援
護
者
は
孤
立
し
や
す
く
、
そ
の
ニ
ー

ズ
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
。

　
日
頃
か
ら
小
地
域
に
お
け
る
住
民
同

士
の
助
け
合
い
や
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
お
く
こ
と
は
、
見
え
に
く

い
多
様
な
被
災
者
ニ
ー
ズ
に
総
合
的
に

対
応
す
る
上
で
も
重
要
だ
。
今
、
防

災
・
福
祉
を
我
が
事
・
丸
ご
と
で
受
け

止
め
ら
れ
る
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
事
業
者
等
が
参

画
し
、
市
町
域
・
県
域
・
全
国
域
の
災

害
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

謹
賀
新
年

身
近
な
地
域
で
災
害
に
備
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

事
例（
養
父
市
）

社
会
福
祉
法
人
の
要
援
護
者
支
援

事
例（
宝
塚
市
）

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

〜
み
ん
な
で
つ
く
る

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜

「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会

（
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
）」

　
市
区
町
域
で
、社
会
福
祉
法
人
に
よ

り
地
域
の
生
活・福
祉
課
題
の
解
決
の

た
め
に
組
織
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

県
内
19
市
区
町
で
設
立
が
進
ん
で
い

る（
平
成
29
年
12
月
現
在
）。

TEL 078-242-0601（9：00～12：00、13：00～16：00）

65歳未満で発症する認知症についての本人・家族の生活相談は

ひょうご若年性認知症
生活支援相談センター

「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団

体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）」

　
南
海
ト
ラ
フ
や
首
都
直
下
等
の
巨

大
地
震
や
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
な
ど

に
備
え
る
た
め
、
全
国
域
で
活
動
す

る
民
間
セ
ク
タ
ー
と
行
政
等
に
よ
る

連
携
体
制
・
組
織
と
し
て
平
成
25
年

7
月
に
準
備
会
を
立
ち
上
げ
て
活
動

を
開
始
し
、
平
成
28
年
11
月
に
は
特

定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
設
立
。

熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で

は
、
直
ち
に
現
地
へ
入
り
、
行
政
・

社
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
働
し
、
多
様

な
支
援
の
調
整
に
奔
走
し
た
。
国
・

県
・
市
・
地
元
社
協
・
支
援
団
体
・

N
P
O
な
ど
に
よ
る
「
情
報
共
有
会

議
」
を
定
期
的
に
現
地
で
開
催
す
る

ほ
か
、
情
報
集
約
と
支
援
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
多
様
な

セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
、
支
援

の
漏
れ
・
抜
け
・
ム
ラ
の
な
い
被
災

地
支
援
を
目
指
し
て
い
る
。

災害救援NPOなど外部支援者と地元社協の協働
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災
害
発
生
が
想
定
さ
れ
る
場
合
、
状

況
に
応
じ
て
避
難
指
示
や
勧
告
が
各
自

治
体
か
ら
発
令
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
指

定
さ
れ
た
避
難
場
所
等
へ
避
難
す
る
こ

と
と
な
る
。

　
最
近
で
は
、
早
め
の
避
難
を
呼
び
掛

け
る
傾
向
に
あ
る
が
、
高
齢
者
・
障
害

者
・
乳
幼
児
等
、
自
力
で
の
避
難
が
難

し
く
、
特
に
配
慮
を
要
す
る
方
（
以
下
、

「
要
援
護
者
」
）
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

災
害
発
生
直
後
は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
外
部
か
ら
の
支
援
に
頼
る

こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
普
段
か

ら
助
け
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能

し
て
い
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
で

は
、
初
動
期
の
対
応
に
大
き
な
違
い
が

出
て
く
る
。

　
ま
ず
、
日
頃
か
ら
地
域
の
防
災
力
向

上
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
全

市
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
養
父
市
の
事

例
を
紹
介
し
た
い
。

SPECIAL EDITION

　〝ボランティア元年〟と言われた「阪神・淡路大
震災」から23年。近年、自然災害が多発している
が、一昨年の熊本地震や昨年の九州北部豪雨災
害の際には、多くのボランティアが被災地に駆
け付け救援・復興活動に参加している。
　災害時には、身近な地域の住民同士の助け合
いが重要であり、さらに甚大な被害に備え、市町
域、都道府県域、全国域それぞれで災害支援の
ネットワークづくりが進んでいる。
　今回の特集では、大規模災害に備え、被災地
から広域まで多様な支援者がつながる支援ネッ
トワークづくりを考えたい。

SPECIAL EDITION  特集

市
町
社
協
が
進
め
る
、

平
時
か
ら
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

市
町
域・広
域
で
多
様
な

人
た
ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に

災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

必
要
性

大規模災害に備える
～みんなでつくる支援ネットワーク～

福祉・防災マップ作りで、要援護者の情報を共有

　
養
父
市
で
は
全
市
的
に
「
福
祉
・
防

災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
い
る
。
マ
ッ
プ

は
、
市
の
委
託
を
受
け
た
市
社
協
が
各

区
の
福
祉
連
絡
会
（
区
長
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
民
生
・
児
童
協
力
員
、

福
祉
委
員
等
で
構
成
）
の
協
力
を
得
て

作
成
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
一
斉
避
難
訓

練
に
向
け
て
更
新
さ
れ
る
。

　
マ
ッ
プ
作
り
で
は
、
危
険
箇
所
や
浸

水
想
定
地
域
、
避
難
所
な
ど
の
防
災
に

関
す
る
情
報
と
と
も
に
、
災
害
時
に
支

援
が
必
要
な
人
を
確
認
し
、
地
域
住
民

で
協
力
し
て
声
掛
け
や
避
難
誘
導
が
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

最
近
は
地
域
の
消
防
団
も
加
わ
り
、
要

援
護
者
を
支
援
す
る
住
民
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
。
マ
ッ
プ
作

り
を
通
じ
て
、
要
援
護
者
の
見
守
り
活

動
や
サ
ロ
ン
へ
の
呼
び
掛
け
な
ど
、
日

頃
か
ら
地
域
の
支
え
合
い
の
意
識
が
定

着
し
て
い
る
。

　
一
斉
避
難
訓
練
は
、
自
主
防
災
組
織

を
は
じ
め
区
長
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
な
ど
の
住
民
が
参
画
し
て
い
る
「
地

兵庫県社会福祉協議会では、県民・福祉関係者の
皆さまからのさまざまな相談を受け付けています。

社会福祉法人

兵庫県社会福祉協議会

（神戸市中央区東川崎町1-1-3 神戸クリスタルタワー6階）
TEL 078-360-8845（月～金曜9：00～19：00、土曜9：00～17：00）
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（神戸市中央区坂口通2-1-1）　TEL 078-242-4633（代表）
※土日・祝日・年末年始は休業　URL http://www.hyogo-wel.or.jp/
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ひょうごボランタリープラザ
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介護支援専門員研修専用TEL 078-367-5211
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活
動
法
人　

兵
庫
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー 

公
益
財
団
法
人　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

社
会
福
祉
法
人　

兵
庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

一
般
財
団
法
人　

兵
庫
県
肢
体
不
自
由
児
者
協
会 

公
益
社
団
法
人　

兵
庫
県
精
神
福
祉
家
族
会
連
合
会

公
益
財
団
法
人　

兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
子
ど
も
会
連
合
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
音
楽
療
法
士
会

会
長　
　

石
田 

文
徳

会
長　
　

森
村 

安
史

会
長　
　

蓬　

 

和
裕

会
長　
　

小
林 

公
正

会
長　
　

𠮷
田 

隆
三

会
長　
　

八
木　

 

健

理
事
長　

山
﨑 

玲
輔

理
事
長　

岡
田 

和
隆

会
長　
　

田
中　

 

環

理
事
長　

鄭　

 

正
秀

会
長　
　

米　

 

靖
弘

理
事
長　

井
上 

三
枝
子

理
事
長　

揖
場　

 

攝

会
長　
　

岡
本 

和
久

会
長　
　

安
達 

眞
理
子

会
長　
　

垣
内 

達
也

理
事
長　

松
﨑 

聡
子

２
０
１
7
年
福
祉
の
で
き
ご
と

3
月　

障
害
福
祉
計
画
と
障
害
児
福
祉
計
画（
平
成
30
〜
32
年
度
）の
基
本
指
針
が
公
布

　
　
　

改
定
保
育
所
保
育
指
針
、改
訂
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育・保
育
要
領
等
が
告
示

4
月　

改
正
社
会
福
祉
法
、改
正
児
童
福
祉
法（
平
成
29
年
4
月
分
）の
施
行

5
月　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
強
化
法（
介
護
保
険
法
等
の
改
正
）が
成
立

6
月　

児
童
福
祉
法
と
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の一部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

　
　
　

梅
雨
前
線・台
風
3
号
に
よ
り
、福
岡
県
、大
分
県
、秋
田
県
を
中
心
に
浸
水
被
害
等
が
発
生

7
月　

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
る

8
月　
「
平
成
３０
年
度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言
」を
県
知
事
等
に
提
出

　
　
　

県
社
協
は
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
テ
ー
マ
に「
支
え
合
い
社
会
」県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
　
　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
総
会
を
開
催

9
月　

国
は
、経
済・社
会
シ
ス
テ
ム
の
検
討
の
た
め
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
構
想
会
議
」を
設
置

　
　
　

地
域
力
強
化
検
討
会「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
」が
公
表

　
　
　

台
風
18
号
に
よ
り
、京
都
府
、愛
媛
県
、大
分
県
を
中
心
に
浸
水
や
土
砂
災
害
等
が
発
生

10
月　

７１
回
目
と
な
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
開
始

　
　
　

台
風
21
号
に
よ
り
、新
潟
県
、三
重
県
、近
畿
地
方
を
中
心
に
浸
水
や
土
砂
災
害
等
が
発
生

　
　
　

加
西
市
に
お
い
て
第
６６
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

11
月　

県
社
協
２
０
２
０
年
計
画「
実
行
計
画
」を
策
定
、着
実
な
推
進
を
図
る

２
０
１
8
年
に
予
定
さ
れ
る
福
祉
の
動
き

　
　
　

生
活
保
護
法
と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
、障
害
者
総
合
支
援
法
の
改
正

　
　
　

兵
庫
県
老
人
福
祉
計
画（
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
）、兵
庫
県
障
害
福
祉
計
画
の
改
定

TEL 078-242-6868（10：00～16：00）

福祉サービスの苦情に関するご相談は

福祉サービス運営適正化委員会

兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー  

入
居
団
体
一
同

災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡会議の様子

域
住
民
を
災
害
等
か
ら
守
る
連
絡
会
」

が
企
画
し
、
旧
養
父
町
の
エ
リ
ア
で
平

成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
も
の
を

全
市
に
広
げ
て
い
る
。

　

毎
年
、
旧
町
単
位
に
モ
デ
ル
地
区

（
自
治
会
）
を
設
定
し
、
福
祉
車
両
に

よ
る
搬
送
や
女
性
部
に
よ
る
炊
き
出

し
、
地
域
の
要
援
護
者
の
避
難
誘
導
ま

で
、
本
格
的
な
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い

る
。
モ
デ
ル
地
区
以
外
で
も
同
日
に
全

市
で
避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
身
近
な
地

域
で
助
け
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　
県
内
に
お
け
る
住
民
同
士
の
助
け
合

い
活
動
と
し
て
は
、
地
域
の
福
祉
力
を

高
め
る
小
地
域
福
祉
推
進
組
織
（
地
区

社
協
や
福
祉
委
員
会
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
福
祉
部
会
な
ど
）
に
よ
る
見
守
り

活
動
が
35
市
町
（
85
％
）
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
聞
・
宅
配
、
生
協

な
ど
地
域
の
事
業
者
を
含
め
た
「
地
域

見
守
り
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
27
市

町
（
68
％
）
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
災

害
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
非
常
に

重
要
な
役
割
を
持
つ
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
半
数
以
上
（
22
市

町
）
の
市
町
社
協
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
10
年

で
約
４
倍
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。
日
頃
、
小
地
域
福
祉
活
動
等
に

取
り
組
む
人
た
ち
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
や
、
地
域
で
の
福
祉

防
災
学
習
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
災
害
に

備
え
て
い
る
。

  

こ
の
よ
う
に
災
害
時
に
は
、
普
段
か
ら

の
住
民
同
士
の
助
け
合
い
活
動
の
つ
な

が
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
加
え
て
、
自

力
で
の
避
難
が
難
し
い
要
援
護
者
の
避

難
支
援
が
重
要
と
な
り
、
社
会
福
祉
法

人
が
地
域
で
大
切
な
役
割
を
担
う
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
経
営
す

る
社
会
福
祉
法
人
愛
和
会
で
は
、
宝
塚
市

か
ら
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
行
政
や
地
域
団
体
の
参
画

を
得
て
災
害
発
生
時
の
対
応
と
福
祉
避

難
所
開
設
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
内
容
を
実
際
の
訓
練
で
検

証
し
、
災
害
に
備
え
て
い
る
。

　
平
時
か
ら
高
齢
者
等
の
利
用
者
へ
の

支
援
を
通
じ
、
要
援
護
者
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
に
は
、
災
害

時
の
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
と

福
祉
避
難
所
の
開
設
・
運
営
な
ど
地
域

の
要
援
護
者
支
援
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
本
会
が
推
進
し
て
い
る
「
社
会
福
祉
法

人
連
絡
協
議
会
（
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ

ト
）
」
で
は
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
・
運

営
支
援
に
向
け
た
情
報
提
供
や
研
修
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
社
会
福
祉
法
人
間
で

の
連
携
に
よ
る
災
害
時
の
福
祉
支
援
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

 

被
災
者
支
援
は
、
市
町
と
市
町
社
協
が

連
携
し
、
多
様
な
支
援
者
と
協
働
で
き

る
体
制
が
必
要
不
可
欠
だ
。
平
成
27
年

の
全
社
協
調
査
で
は
、
市
町
社
協
が
今

後
協
働
し
た
い
分
野
と
し
て
「
災
害
時

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
が
上
位
を
占

め
た
。
ま
た
、
内
閣
府
が
設
置
し
た
「
広

く
防
災
に
資
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
促
進
に
関
す
る
検
討
会
」
で
は
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
地
元

の
多
様
な
団
体
等
が
関
わ
り
、
多
様
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
協
働
型

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
目
指

す
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

　
市
町
域
で
は
、
市
町
・
市
町
社
協
を
中

核
と
し
て
、
災
害
時
に
支
援
活
動
を
行
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地
域
活
動
団
体
、
職
能
団
体
、

青
年
会
議
所
、
日
本
赤
十
字
社
、
生
活
協

同
組
合
、
労
働
団
体
な
ど
多
様
な
主
体

が
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
り
、

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
だ
。

 

県
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み

　
災
害
支
援
は
、
ま
ず
被
災
地
に
あ
る

既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て

行
わ
れ
る
が
、
広
域
災
害
や
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
場
合
、
支
援
の
調
整
や

資
源
（
人
材
、
資
機
材
、
資
金
）
の
集

約
な
ど
、
広
域
（
県
域
）
の
支
援
体
制

が
必
要
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

プ
ラ
ザ
で
は
、県
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
と
し
て
、「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
関
係
団
体
連
絡
会

議
」
を
平
成
18
年
に
設
置
し
、
本
年
度

か
ら
復
興
支
援
・
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

中
間
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
画
を
得
て
支
援

の
幅
を
広
げ
た
。
９
月
に
は
構
成
員
で

あ
る
被
災
地
N
G
O
恊
働
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
篠
山
市
社
協
が
実
施
す
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

訓
練
に
現
地
支
援
ス
タ
ッ
フ
派
遣
訓
練

と
し
て
参
加
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。

 

全
国
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の

連
携

　
大
規
模
災
害
に
お
い
て
は
、
市
町
域
・

県
域
の
支
援
に
加
え
て
、
全
国
か
ら
駆
け

付
け
る
外
部
支
援
が
必
要
だ
。
全
国
の
多

様
な
支
援
者
と
協
働
す
る
た
め
に
は
工

夫
も
必
要
と
な
る
が
、
熊
本
地
震
で
は
各

地
の
市
町
村
社
協
が
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
協
働
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
、
効
果
的
に
被
災
者
支
援

を
展
開
し
た
。

　
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
者
へ
抜

け
・
漏
れ
な
く
支
援
を
結
び
付
け
る
た

め
に
は
、
全
国
か
ら
の
支
援
の
全
体
像

を
見
渡
し
、
支
援
団
体
が
情
報
を
共
有

で
き
る
よ
う
、
支
援
全
体
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。
平
成
28

年
11
月
、
全
国
域
で
初
と
な
る
災
害
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
全
国
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
」
が
組
織
さ
れ
、
熊
本

地
震
や
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
支
援
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
災
害
発
生
直
後
か
ら
被
災
者
は
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
課
題
に
直
面
す
る
。
家
屋
の

復
旧
だ
け
で
は
な
く
、
避
難
所
等
で
の
健

康
面
や
精
神
面
の
負
担
、
子
ど
も
の
世
話

や
介
護
な
ど
課
題
は
生
活
全
般
に
わ
た

る
。
特
に
自
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
に
く
い

要
援
護
者
は
孤
立
し
や
す
く
、
そ
の
ニ
ー

ズ
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
。

　
日
頃
か
ら
小
地
域
に
お
け
る
住
民
同

士
の
助
け
合
い
や
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
お
く
こ
と
は
、
見
え
に
く

い
多
様
な
被
災
者
ニ
ー
ズ
に
総
合
的
に

対
応
す
る
上
で
も
重
要
だ
。
今
、
防

災
・
福
祉
を
我
が
事
・
丸
ご
と
で
受
け

止
め
ら
れ
る
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
事
業
者
等
が
参

画
し
、
市
町
域
・
県
域
・
全
国
域
の
災

害
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

謹
賀
新
年

身
近
な
地
域
で
災
害
に
備
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

事
例（
養
父
市
）

社
会
福
祉
法
人
の
要
援
護
者
支
援

事
例（
宝
塚
市
）

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

〜
み
ん
な
で
つ
く
る

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜

「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会

（
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
）」

　
市
区
町
域
で
、社
会
福
祉
法
人
に
よ

り
地
域
の
生
活・福
祉
課
題
の
解
決
の

た
め
に
組
織
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

県
内
19
市
区
町
で
設
立
が
進
ん
で
い

る（
平
成
29
年
12
月
現
在
）。

TEL 078-242-0601（9：00～12：00、13：00～16：00）

65歳未満で発症する認知症についての本人・家族の生活相談は

ひょうご若年性認知症
生活支援相談センター

「
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団

体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）」

　
南
海
ト
ラ
フ
や
首
都
直
下
等
の
巨

大
地
震
や
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
な
ど

に
備
え
る
た
め
、
全
国
域
で
活
動
す

る
民
間
セ
ク
タ
ー
と
行
政
等
に
よ
る

連
携
体
制
・
組
織
と
し
て
平
成
25
年

7
月
に
準
備
会
を
立
ち
上
げ
て
活
動

を
開
始
し
、
平
成
28
年
11
月
に
は
特

定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
設
立
。

熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で

は
、
直
ち
に
現
地
へ
入
り
、
行
政
・

社
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
働
し
、
多
様

な
支
援
の
調
整
に
奔
走
し
た
。
国
・

県
・
市
・
地
元
社
協
・
支
援
団
体
・

N
P
O
な
ど
に
よ
る
「
情
報
共
有
会

議
」
を
定
期
的
に
現
地
で
開
催
す
る

ほ
か
、
情
報
集
約
と
支
援
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
多
様
な

セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
、
支
援

の
漏
れ
・
抜
け
・
ム
ラ
の
な
い
被
災

地
支
援
を
目
指
し
て
い
る
。

災害救援NPOなど外部支援者と地元社協の協働
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阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

　
平
成
７
年
１
月
に
起
き
た
阪
神
淡
路

大
震
災
で
、勤
め
て
い
た
会
社
が
一
時

営
業
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。ち
ょ
う

ど
そ
の
時
、県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
が
、被
災
地
に
お
い
て「
遊
び
」で
子

ど
も
た
ち
を
元
気
に
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
記

事
を
目
に
し
、す
ぐ
に
連
絡
を
し
ま
し

た
。も
と
も
と
大
学
で
キ
ャ
ン
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
を
し
て
い
た
ん
で
す
。

「
遊
び
出
前
隊
」を
組
織
し
、車
２
台
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
、神
戸・阪

神
間
の
避
難
所
で
あ
る
小
学
校
、公
園
、

仮
設
住
宅
等
を
回
り
ま
し
た
。西
宮
市

内
で
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下
、「
N
V
N
A
D
」）

に
出
会
い
、一
緒
に
復
興
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、共
に

活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　　

　
１
年
が
経
ち
、勤
め
て
い
た
会
社
も

営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。「
遊
び
出
前

隊
」の
活
動
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

た
の
で
、会
社
に
戻
る
か
悩
み
ま
し
た
。

当
時
の
N
V
N
A
D
の
代
表
か
ら
の
誘

い
が
あ
り
、非
営
利
組
織
に
も
関
心
が

あ
っ
た
の
で
N
P
O
の
常
勤
ス
タ
ッ
フ

に
な
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
N
V
N
A
D
で
は
、災
害
救
援
活
動

と
平
常
時
の
活
動
の
２
本
立
て
で
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。災
害
時
は
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
共
に
現
地
で
被
災
者
の
生

活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の

２０
年
間
で
県
内
を
は
じ
め
、日
本
各
地

の
災
害
救
援
に
出
向
き
ま
し
た
。

　
平
常
時
の
活
動
は
、各
団
体
と
顔
が

見
え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、主
に
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
防
災

ま
ち
づ
く
り
活
動
で
あ
る「
わ
が
ま
ち

再
発
見
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
各
地
で

展
開
し
て
い
ま
す
。「
防
災
と
言
わ
な
い

防
災
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、子
ど

も
目
線
で
楽
し
み
な
が
ら
、子
ど
も
だ

け
で
な
く
、保
護
者
や
学
校
関
係
者
、地

域
住
民
な
ど
も
巻
き
込
み
な
が
ら
実
施

し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
被
災
者
の
支
援
に
行
く
と
、地
域
で

の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。被
災
地
に
は
、小
さ

な
子
ど
も
を
連
れ
た
家
族
、高
齢
者
夫

婦
、ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
方
、外
国
人
や
障

害
者
な
ど
避
難
所
等
か
ら
排
除
さ
れ
や

す
い
方
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

地
域
で
の
防
災
力
を
高
め
る
に
は
、地

域
に
ま
ず
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
に
関
心
を
持
ち
、愛
着
を
持
つ
こ
と

が
結
果
的
に
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。そ
ん
な

取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
も
コ
ツ
コ
ツ
と

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

認定NPO法人日本災害救援
ボランティアネットワーク（NVNAD）
常務理事

寺本 弘伸さん （西宮市）
てらもと　　　  ひろのぶ

楽しみながら地域に
愛着を持てる活動を

私の
物語 my sto

ry

支
え
合
い
社
会
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

N
V
N
A
D
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て

小
さ
な
こ
と
か
ら

コ
ツ
コ
ツ
と

小
さ
な
こ
と
か
ら

コ
ツ
コ
ツ
と

私
の
モ
ッ
ト
ー 

Personal History

平成８年　　認定NPO法人日本災害救援ボランティアネットワークの
　　　　　  常勤スタッフになる
平成１９年　事務所の移転と代表交代に伴い、認定NPO法人日本災害救援
　　　　　  ボランティアネットワークの常務理事に就任し、常勤スタッフとして活動

キャンペーン協賛事業

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

　１１月２５～２６日の２日間、淡路市で「第５回町内・集
落福祉全国サミットｉｎ淡路市」が開催されました。第２
回サミットが平成25年に淡路市で開催され、淡路市社
協ではその後も市内の住民を対象にした集落福祉
フォーラムを毎年開催。活動事例の発掘・収集や住民
活動の支援に継続して取り組んできました。そして４年
が経過し、これまでにまかれた種が大きく花開き、再び
淡路市から集落福祉活動を全国に発信していこうと、
役職員の強い思いで実現に至りました。今回は「地域
は家族だ！続 地参地笑のススメ」をテーマに、全国各地

から約８００名が淡路島に集結しました。
　冒頭の基調対談では、淡路市社協の小南廣之会長
が登壇。地域での支え合いや障害者の自立支援を通じ
て福祉のまちづくりを進める市社協の取り組みや、同
サミットの開催に対する熱い想いが話されました。
　その後、淡路市の「集落活動」として、ＮＰＯ法人兵庫
ふるさと創成センターの藤岡淳二理事長より、高齢化
が深刻な約30世帯の山間集落の佐野地区興隆寺町内
会が取り組む過疎地有償運送など、住民相互の生活支
援の実践が報告されました。

「町内・集落福祉全国サミットｉｎ淡路市」開催される！
「集落福祉」への思いを全国に発信

　１日目の後半は分科会。「大規模災害からの復興の
地域づくり」「子どもは集落のかすがい」など、集落福祉
を巡る６つのテーマで、市内外の事例を通じてこれから
の地域社会づくりの在り方を話し合いました。
　２日目は、国で検討されている地域共生社会づくり
に関する討論が行われました。県内外の事例を通じ
て、障害者などの当事者が地域住民と一緒に地域づく

りに取り組むことでみんなが元気になる「共生循環型
地域社会」を目指すことを確認し合い、サミットは終了
しました。地域福祉の研究者や行政関係者、市内外の
幅広い実践者による充実したプログラムを通じて、集
落地域における地域再生から、誰もが地域の一員とし
て共に暮らし続けるまちづくりに向けた取り組みの大
切さを共有した２日間となりました。

実践を基にこれからのまちづくりを考える

全国各地から約800名が参加した全体会 市内の作業所も共にサミットを盛り上げました

分科会ではテーマごとに淡路市内外の事例を紹介 次期開催地の熊本県山都町へバトンをつなぎました
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県
社
協
で
は
、「
2
0
2
0
年
計
画
」

（
推
進
期
間：平
成
28
〜
32
年
度
）を
着

実
に
進
め
て
い
く
た
め
、進
行
管
理
や

評
価
を
行
う
指
標（
事
業
の
達
成
目
標
）

を
設
定
し
た「
実
行
計
画
」を
、11
月
20

日
開
催
の
理
事
会
で
決
定
し
た
。

　
こ
の
実
行
計
画
で
は
、2
0
2
0
年

計
画
の
3
つ
の「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
4
つ
の「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」に
基
づ

き
、13
の「
重
点
的
取
り
組
み
」を
設
定

し
て
い
る
。具
体
的
な
平
成
32
年
度
の

達
成
目
標
を
見
る
と
、ア
ク
シ
ョ
ン
1

「
地
域
福
祉
推
進
の
核
と
な
る
市
町
社

協
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
」で
は
、

「
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
策
定・改
定
」

を
全
て
の
市
町（
41
）で
策
定
す
る
こ

と
、ア
ク
シ
ョ
ン
2
の「
社
会
福
祉
法
人

の
地
域
公
益
活
動
を
支
援
し
ま
す
」で

は
、「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
の
設

立・運
営
支
援
」を
全
て
の
市
区
町（
50
）

で
設
立
す
る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

　
県
社
協
で
は
、実
行
計
画
を
平
成
30

年
度
以
降
の
県
社
協
の
事
業
計
画
に
反

映
し
、実
施
状
況
を
理
事
会・評
議
員

会・部
会
等
で
報
告
す
る
な
ど
、Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
計
画
的・実
効
的
に

2
0
2
0
年
の
達
成
目
標
を

掲
げ
た「
実
行
計
画
」を
策
定
！

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

実
践
力
を
高
め
る
研
修
を
開
催

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

〈
実
行
計
画
の
詳
細
は
こ
ち
ら
〉

県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://www.hyogo-wel.or.jp/

　

11
月
21
日
、県
社
協
は「
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修（
実
践

編
）」を
開
催
し
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
ら
92
名
が
参
加
し
た
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、介

護
保
険
制
度
で
各
市
町
に
設
置
さ
れ
、

住
民
に
よ
る
支
え
合
い
活
動
な
ど
の
地

域
づ
く
り
を
支
援
す
る
専
門
職
で
あ

る
。今
回
は
、７
月
に
実
施
し
た
基
礎
編

に
続
き
、「
住
民
に
よ
る
協
議
の
場
の
支

援
」や「
地
域
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」、「
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
資
源
の
開

発
」な
ど
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
求
め

ら
れ
る
役
割
を
テ
ー
マ
に
、実
践
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
。関
西
学
院
大
学
の
藤

井
博
志
教
授
に
よ
る
講
義
の
ほ
か
実
践

報
告
に
よ
り
学
び
を
深
め
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ご
み
事
務
局
長
の
田

村
氏
か
ら
は
、西
宮
市
東
鳴
尾
地
区
の

地
域
拠
点
ま
ちCafe

な
ご
み（
本
紙
12

月
号
８
ペ
ー
ジ
参
照
）の
開
設
の
経
緯
か

ら
地
域
住
民
と
の
関
係
の
構
築
と
大
学

生
と
協
働
で
実
施
し
た
地
域
調
査
の
実

践
、三
木
市
社
協
の
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
坂
本
氏
か
ら
は
、認
知

症
の
方
へ
の
支
援
を
テ
ー
マ
に
活
動
す

る「
み
ど
り
ほ
っ
と
ク
ラ
ブ
」（
本
紙
12
月

号
４
ペ
ー
ジ
参
照
）の
立
ち
上
げ
を
支

援
し
た
経
緯
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
資

源
開
発
の
実
践
が
報
告
さ
れ
た
。

　
研
修
で
は
、講
師
の
藤
井
氏
と
県
内

の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
で

構
成
す
る
企
画
運
営
会
議
の
メ
ン
バ
ー

が
登
壇
し
、実
践
報
告
の
内
容
を
深
め

る
や
り
と
り
や
演
習
指
導
な
ど
、実
践

に
つ
な
げ
る
工
夫
を
行
っ
た
。

　

11
月
24
日
、大
阪
市
内
で
近
畿
陸
運

協
会
か
ら
県
社
協
に
寄
付
金
50
万
円
が

贈
呈
さ
れ
た
。同
協
会
は
、昭
和
47
年
か

ら
毎
年
、近
畿
の
各
府
県
社
協
へ
寄
付

を
継
続
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、今
年
は
県
内
13
の
病
院
に

車
椅
子（
各
１
台
）の
寄
贈
が
あ
り
、12

月
1
日
に
西
宮
協
立
脳
神
経
外
科
病
院

に
贈
呈
さ
れ
た
。

演習では、日頃の活動を基に熱心な議論が交わされた

公益事業の一環として、車椅子を贈呈 德野理事長（左）へ感謝状を贈呈

寄
付・寄
贈
の
お
礼

ひょうごの福祉
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N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW

り
、冬
に
は
雪
か
き
な
ど
の
作
業
に
も
取

り
組
む
。

　
目
黒
理
事
長
は
、「
こ
こ
が
に
ぎ
わ
っ
た

ら
地
元
の
人
も
う
れ
し
い
。地
域
の
方
々

と
の
触
れ
合
い
や
働
く
場
が
あ
る
こ
と

で
、障
害
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
地
域
生

活
を
営
め
る
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」と
語
る
。

　
そ
の
言
葉
通
り
、障
害
の
状
態
や
本
人

の
希
望
に
合
わ
せ
て
道
の
駅
の
活
動
を
提

供
す
る
こ
と
で
、運
営
に
従
事
す
る
人
の

日
々
の
生
活
が
活
気
に
あ
ふ
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ン
後
、川
辺
を
開
放
し
た
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
会
場
や
、ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
に
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、地
元
の
住
民
か

　
道
の
駅「
ち
く
さ
」は
、宍
粟
市
の
中
心

部
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
の
、佐
用
町
と
宍

粟
市
の
境
に
あ
る
。こ
の
道
の
駅
は
、も

と
も
と
は
千
種
町
内
の
住
民
団
体
が
運

営
し
て
い
た
が
、経
営
難
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
む
ら

（
佐
用
町
）が
宍
粟
市
か
ら
指
定
管
理
を

受
け
て
運
営
し
て
お
り
、全
国
的
に
も
珍

し
い
。同
法
人
は
、障
害
の
あ
る
利
用
者

の
働
く
場
と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営

で
き
れ
ば
、は
な
さ
き
む
ら
作
業
所（
就

労
継
続
支
援
B
型・就
労
移
行
支
援・生

活
介
護
）の
出
張
所
と
し
て
地
域
活
動
の

場
が
広
が
る
と
考
え
、名
乗
り
を
上
げ

た
。運
営
が
決
ま
っ
た
今
年
2
月
の
時
点

で
道
の
駅
は
、雑
草
が
生
え
放
題
で
、ほ

こ
り
だ
ら
け
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、利
用

者
と
共
に
清
掃
か
ら
取
り
組
み
、今
年
４

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
道
の
駅「
ち
く
さ
」で
は
、毎
日
５
人

ほ
ど
の
利
用
者
が
レ
ス
ト
ラ
ン
で
調
理

や
接
客
、花
壇
の
管
理
な
ど
を
行
う
。夏

に
は
、河
原
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
草
む
し

ら
は
か
つ
て
の
活
気
が
戻
っ
た
よ
う
だ
と

好
評
を
得
て
い
る
。他
に
も
地
元
の
農
家

が
持
ち
寄
っ
た
新
鮮
野
菜
の
販
売
な
ど
も

行
い
、売
店
ス
タ
ッ
フ
は
地
元
の
女
性
が

担
う
な
ど
地
域
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
目
黒
理
事
長
は
、「
社
会
福
祉
法
人
が
道
の

駅
の
運
営
な
ん
て
ど
う
な
の
か
、と
い
う
思

い
も
あ
っ
た
が
、〝
観
光
と
福
祉
〞を
融
合
さ

せ
た
全
国
初
の
道
の
駅
に
な
れ
ば
」と
話
す
。

　
今
後
は
、川
辺
の
石
に
精
通
し
た
住
民

の
協
力
を
得
て
キ
ッ
ズ
ツ
ア
ー
を
開
催
し

た
り
、近
く
の
寺
院
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
り
で
き
な
い
か
と
、新
た

な
展
開
も
模
索
す
る
。地
域
に
根
差
す
社

会
福
祉
法
人
と
し
て
、地
元
の
資
源・自
然

を
生
か
し
て
新
し
い
可
能
性
を
開
拓
し
な

が
ら
、地
域
を
元
気
づ
け
る
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
見
据
え
て
い
る
。

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る

道
の
駅「
ち
く
さ
」

地
域
お
こ
し
の
拠
点

障
害
者
の
就
労
の
場
、交
流
の
場

　社会福祉法人はなさきむらは、“道の駅”を運営して
いるよ。障害者の就労の場づくりと、名水百選の千種
川の自然を生かした地域づくりを進めているんだ。そ
の取り組みを見てみよう。

取材を終えて
　社会福祉法人が道の駅に関わるこ
とは全国でも例はありませんが、オー
プンして１年足らずで地域の観光・福
祉の要になりつつあります。今後のは
なさきむらの挑戦に注目です。

道の駅「ちくさ」での挑戦
～観光と福祉がつなぐ地域の活性化～

社会福祉法人はなさきむら
道の駅「ちくさ」

宍粟市千種町下河野745-5
ＴＥＬ　0790-76-3636

丁寧に管理された四季の草花が観光客を出迎える

レストランでの調理・接客を通じて、
地域の人や県内外の観光客との交流を深める

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。



I N F O R M A T I O N・ 伝言板

天野商事株式会社
●天野チェーン発売元

●アマノドラッグチェーン他 

● 医薬用・食品・工業用酵素剤の製造販売

〒541-0059
大阪市中央区博労町2-6-7サン・システム心斎橋ビル9F
TEL（06）6251-0990

天野エンザイム株式会社

株式会社アマノ株式会社
あまの創健
●医薬品・計量器具・健康増進器材の販売
●栄養・運動等のコンサル業務
●健康管理事業の企画、実施
●工業薬品・脱臭剤の販売

AMANO GROUP

健康管理・健康管理用品・環境衛生

女性のみの
巡回型健診

家庭用常備
薬品等の斡旋

助成金情報 一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団
第19回社会貢献基金助成
社会貢献活動を行う団体や社会貢献に資する
調査・研究を目的とした事業に助成します。
対　象　非営利組織（財団法人、社団法人、

社会福祉法人、NPO法人、任意団
体、市民ボランティアグループ）、大
学、研究機関（個人も可）

対象事業　研究助成事業、高齢者福祉事業、障
害者福祉事業、児童福祉事業、環
境・文化財保全事業、地域つながり
事業、冠婚葬祭継承事業

助成額　1件上限200万円　※研究助成事
業は1件上限100万円（総額およそ
1,000万円）

締切り　平成30年2月28日（水）必着
●問　●申　一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団
　　　　TEL 03-3500-4211
U R L　 http://www.ceremony-culture.jp/

第1回アディクションフォーラムinひょ
うご
アディクション（依存症）の正しい知識につい
て、当事者の体験談や記念講演を通して学び
ます。
日　程　平成30年2月10日（土）10:30～16:30
会　場　神戸市総合福祉センター4F
参加費　無料
●問　●申　ひょうごアディクションフォーラム実行

委員会事務局  神戸ダルクヴィレッジ
　　　　TEL 078-224-4244

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人三菱財団
第49回三菱財団社会福祉事業・研究助成
開拓的ないし実験的な社会福祉に関する事業
や科学的調査研究に助成します。
対　象　国内において事業ないし研究の継続

的拠点を有するもの（国籍等は不
問）、研究の助成は個人も可

助成額　総額約9,000万円（1件当たりの助
成額は定めない）

締切り　平成30年1月16日（火）午後5時必
着

●問　●申　公益財団法人三菱財団
　　　　TEL 03-3214-5754
U R L　 http://www.mitsubishi-zaidan.jp/

公益財団法人さわやか福祉財団
連合・愛のカンパ助成
地域の助け合い活動の団体立ち上げや新規
事業開始を支援するための助成を行います。
対　象　新たに始める、地域における「ふれあ

い・助け合い活動」を行う任意団体、
NPO法人、サークルなど

助成額　1団体上限15万円（19団体を目途
に助成）

締切り　平成30年1月31日（火）必着
●問　●申　公益財団法人さわやか福祉財団
　　　　TEL 03-5470-7751
U R L　 https://www.sawayakazaidan.
　　　　or.jp/index.html

6日

11日・12日

11日～

15日・16日

16日・17日

18日

19日

20日

25日

25日・
2月8日
26日

30日

31日

1日

5日

9日

2月

新年福祉のつどい　　　　　　
◆ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
接遇・日常マナーリーダー研修
◆県社会福祉研修所
第２０回介護支援専門員実務研修
◆県社会福祉研修所ほか
県内社協会長連絡会議　　　
◆ホテル万葉岬
東日本大震災被災者招へい事業
◆神戸市内
退職共済制度事務説明会　　
◆県農業会館
職業倫理と権利擁護研修　　　
◆県社会福祉研修所
民生委員制度創設１００周年・児
童委員制度創設７０周年記念　
兵庫県民生委員児童委員大会　
◆ポートピアホール
社会福祉法人連絡協議会代表
者連絡会　　　　　　　　　
◆県福祉センター
相談面接技術研修（中級・Ｃコース）
◆関西学院大学
県経営協 第２４７回理事会　　
◆県福祉センター
県内社協事務局長勉強会　　
◆県福祉センター
会計実務担当者研修（予算・決
算編）　　　　　　　　　　　
◆県立のじぎく会館
社会福祉法人監事研修　　　
◆県民会館
災害ボランティアコーディネー
ター養成研修　　　　　　　　
◆ボランタリープラザ
アセスメントスキル向上研修　
◆県社会福祉研修所
福祉のしごと職場見学バスツ
アー（東播磨コース）　　　　　
◆明石波の家福祉会・せいりょ
う園
県経営協 社会福祉法人経営に
関する意見交換会　　　　　　
◆神戸市教育会館

行事予定
1月

研修・イベント

平成３０年度 介護支援専門員研修（資格更新に必要となる研修）の概要について
・介護支援専門員の資格更新に必要となる各種法定研修の受講申込期間等は下記の通りです。
・下表の記載内容は、全て平成29年12月時点の予定です。

研修名

更新研修Ｂ
再研修

専門研修Ⅰ
更新Ａ（前期）

専門研修Ⅱ
更新Ａ（後期）

研修日数
（研修時間）

10日間
（54時間）

10日間
（57.5時間）

6日間
（33.5時間）

受講
申込期間

平成30年2月1日
～2月20日

平成30年2月5日
～2月26日

平成30年7月26日
～8月13日

研修
実施期間

平成30年4月4日
～平成30年9月18日

平成30年4月16日
～平成30年8月24日

平成30年10月23日
～平成31年3月8日

神戸市
兵庫県公館

P5

P2

1月15～21日は
「防災とボランティア週間」だよ！

1月15～21日は
「防災とボランティア週間」だよ！

P8

P9

P10

P11

P12

大規模災害に備える
～みんなでつくる支援ネットワーク～

特集
年頭所感

「ストップ・ザ・無縁社会」広がれ！全県キャンペーン

私の物語

みんなでつくるひょうごの福祉

道の駅「ちくさ」での挑戦
～観光と福祉がつなぐ地域の活性化～

楽しみながら地域に愛着を持てる活動を
認定NPO法人日本災害救援ボランティアネットワーク
常務理事　寺本 弘伸さん（西宮市）

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

1
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認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉
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